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ウゴキんぐを用いた取り組み

スイッチ操作との因果関係については一定以上の成果があったので、継続した取り組みが有効であり必要であると考える。

取組の内容・授業の様子(中学部)
【目的】
・電化製品の操作を容易にし、スイッチ操作と本機のタイマー機能等を組み合わせ、
電化製品本来の使い方ができる様になるだけでなく、組み合わせを工夫して様々なアクティビティとしての活動を生み出す事ができる。
【方法】
・ウゴキんぐにブラックライトとスイッチを接続する。
・パネルシアターをセットする。
・スイッチを操作すると、パネルが光る。

【取り組み内容と経過】
・何かが現れる楽しみがある。
・スイッチ操作との関連が理解しやすい。

成果と今後の課題
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